
Japanese Association of Educational Psychology

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　of 　Eduoational 　Psyohology

The ！鋺 欄 副 1吻 碗 げ Educational　Psycho9（）gy 初 加 αη

2008，　Vol．47，　137−147

学校心理学部門

学校心理学に関する研究の 動向 と課題
　　　 一

援助サ ービス の統合に向けて 一

飯　田　順　子

（東京成徳大学）

はじめに

　本稿 の 目的は ， 2006年 7 月 か ら2007年 6月末 まで の 学

校心理学に 関す る研究 を概観 し，
そ の 動向を ま とめ る こ

とで あ る。学校心 理 学は 「学校教育に お い て
一

人 ひ と り

の児童生徒が学習面 ， 心理 ・社会面 ， 進路面 に お ける課

題 へ の 取 り組み の 過程で 出会う問題状況の解決を援助 し ，

成長す る こ と を促進 す る 心理教育的援助 サ ービ ス の 理論

と実践 を支える学問体系 で あ る 。 心理教育的援助サ ービ

ス は，教 師 と学校心 理 学 の専門家 （ス ク ール カ ウ ン セ ラ
ー

）

が保護者 と連携 して行う。 心理教育的援助 サ
ービ ス は，

す べ て の 子 ど もを対象と する活動 か ら，特別な援助ニ ー

ズ をもつ 子 ど もを対象 とす る活動ま で が 含 ま れ る」（石

隈，工999） と定義 さ れ る。

　上 記の よ うに定義さ れ る学校心理学の担 い 手は ， 担任

教 師 ， 養護教諭，教育相談担当教諭，生徒指導担当教諭

とい うさまざまな立場の教師で あ P ， 保護者で あり ， 新

た に加 わ っ た ス クール カ ウ ン セ ラ
ー

似 下 ， SC），特別支援

教育 コ ーデ ィ ネ ータ ーも含まれ る 。
こ の こ とが 表 し て い

る の は ， 子 ど もの 苦戦 ， 教師 の 苦戦 ， 学校 の 苦戦 は 大 き

く，
SC や 特別支援教 育 コ ーデ ィ ネ ーターな ど個 の ニ ー

ズ に応 じ る援助の専門性の 高い ス タ ッ フ を学校が必要 と

して い る こ と，専 門性や バ ッ クグラ ウ ン ドが 異 なる複数

の 大人 が 「子 ど もの学校生活の質を高め る」 と い う共通

の 目標の も とで 協働 し て い く道 を模索 して い か なけれ ば

な らない とい う こ とであろ う。 学校心理学は学際的か つ

実践的な 学問領域で あ り ， そ こ に は多様な専門家が集 ま

る強み がある
一

方 で ， 情報 が 各領域で蓄積 され共有が 難

し い とい う面 も あ る 。

　 そ こ で
， 本稿 で は で き る だ け幅広 く研究論文 の 収集 を

行 い ，この 1年間で 学校心 理 学の領域に新た に蓄積さ れ

た か研究成果 を概観し ， 援助サ ービ ス の実践に寄与す る

研究成果 の統合 を目指す。

工．方　法

2006年 7 月 か ら2007年 6 月末 の 期間で学校心 理 学の連

合学会 が発行す る学会誌σ教 育心 理 学研 究」r特殊教育 学研 究』

「発達 障害学研究』『発達 心理学研究』『LD 研究』）， 学校心理士連

携学会が 発行す る学会誌 （r応用教育心理 学研 究』 r学校 カ ウ ン

セ リン グ学会会報』『学校心理 学研究』『生徒指導学研究』）， 隣接領

域 の 学会誌 （r心理学研究』 rカ ウ ン セ リン グ 研究』 r心理 臨床 学研

究』『社会心理学研 究』『健康心 理 学研究』「コ ミュニ テ ィ 心理 学研究』）

を文献研究の 対象 と し た 。 抽出の 基準は ，   小学生 か ら

高校生 あ る い は そ の援助 者を対象 とした研究 で あ る こ と，

  学校 に お い て 実践 ま た は 調査 を行 い 新た な データ を収

集 し て い る も の ある い は学校を対象 と し た 先行研究を

データ として 文献研究を行 っ て い るもの ，   学校 に お け

る援助実践 に寄与す る と判断され る研 究，とい う 3点 と

した 。さ ら に ， 2006〜2007年 に 出版 さ れた「学校 心理学」

を キ
ー

ワ
ード に 含 む 著書 も検索し た 。

　II．結　果

　文献検索の結果 ， 研究論文74件 ， 著書 3件が抽出 さ れ

た。次 に 心理教育的援助サービ ス の 研究成果を統合し て

い く視点 と し て ， 心理 教育的援助サ ービ ス の 中核 をなす

心 理 教 育的 ア セ ス メ ン ト，カ ウ ン セ リ ン グ，コ ン サ ル

テ
ー

シ ョ ン ，研究〔石隈，
1999 ：水野，2004 ）と い う枠組み を

用い る こ と と した 。 以下， この 4 つ の枠組み で 文献を整

理 す る。

　 まず抽出さ れ た研究論文 の 特徴 に つ い て ま とめ る 。 学

校段階は ， 小学校26件 ， 中学校22件 ， 高校 8 件 ， 小学校 ・

中学校 4件，中学校 ・高校 2件，小学校〜高校 を対象 と

し て お り特に学校段階の 区分を強調 して い な い もの 12件

で あっ た。研究対象 ・援助対象は ， 児童生徒を対象と し

た 研究42件 ， 教師17件 ， 家族 5件，児童生徒 ・教師 ・家

族 ・学校全体 を援助対象 と した包括的実践 10件で あ っ た 。

研究 の 種類 は，調査研究41件，実践研究27件 ， 文献研究

5 件 ， 実験研究 1件で あ っ た 。 最後に研究方法 は ， 質 問

紙法 36件 ， 面接法 4 件，事例法23件，検査法 1件，文献

研究 5 件 ， 複数の研究方法を組み合わ せ た研究 5 件で

あ っ た 。
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1 ．心理教育的 ア セ ス メ ン ト

　石隈 （1999）は心理教育的 ア セ ス メ ン トの 焦点 は ， 援助

者 の ア セ ス メ ン ト， 子 ど も の ア セ ス メ ン ト， 子 ど も と環

境 の 折 り合い の アセ ス メ ン トで あ ると述 べ て い る 。 子 ど

も と環愛 を共有 す る援助者は 自分自身 の ア セ ス メ ン トが

欠 か せ な い 。 こ こ で は 3 つ の 焦点 ご と に ， ア セ ス メ ン ト

尺度 の 開発や活用が中心 と な っ て い る研究 を紹介す る。

　 まず援助者の ア セ ス メ ン トに関す る研究 を概観す る。

麻喜 （2006）は ， 高校の 生徒指導場面に お け る教師の 指導

行動 を測定 す るため に ， 1 因子構造 ， 12項 目か らな る

「指導行動測定尺度」を作成し た 。 次 に，尾形 ・鈴木 ・大

園 ・佐伯 （2006）は ， 4 歳か ら15歳の 子 ど も を もつ 231人 の

母親 を対象 に 調査 を実施し，子 ど もの 病弱傾向 に 関 す る

母親 の 認知 を測定す る 「日本版病弱傾向認知尺度 （CVS ．

J）」を作成 し，高い 信頼性・妥当性 を確認 し た。母親 が 子

どもを実際よ り も病弱だ と認知す る と ， 母子分離 が 困難

に な り，健康 を過度 に 心配 し， 過保護的で 甘や か した 養

育を行 う傾向が あ り，学業不振等 もみ られ る とい う。
こ

の ような影響が危惧さ れ る こ とか ら，子 ど もの家族 の ア

セ ス メ ン トに お い て 重要 な 視点 の
一

つ で あ る 。 小倉（2007）

は ， 小 学校児童 をもつ 母親 314名を対象に 調査 を行 い ，

「子 ど もの 基本的 な養育 や し
’
つ け 」「家庭 で の 子 ど もの積

極的な関わ り」「学校 へ の直接的な 関わ り」 の 3 因子 か ら

な る 「保護者 の 学校 へ の 関わ り尺度」 を作成 し て い る。

こ の 尺度 と子 育て効力感の間に中程度 の 相 関 が み られた。

　次 に 子 どもの ア セ ス メ ン トに関 す る 研究 を概観す る 。

今田
・小松 ・高橋 （2006＞は，注意が複数 の機能 （選択 的注

意，持続 的注意，反応 抑制，注意分 割 か ら構成 さ れ る とい う

理 論的枠組 み に 立脚 し
， 中学 1 年 か ら 3 年ま で の 生徒302

名を対象に 「集団式注意機能検査」 を実施 し，発達 に 伴

い 選択的注意 は有意な成績の 向上 を 示 し て い る が 反応抑

制に は変化は な い ，行動抑制 は 持続的注意 よりも選択的

注意 と関連が強 い と い う結果 を得た 。 さ ら に 注意 の 問題

と注意機能検査の 関連 に つ い て ，  教 師 に よ っ て 注意 の

問題 があ る と評定さ れ た 生徒は 反応抑制指標が 低 い ， 

生徒評定 と検査結果 は
一一一・

致が低 い
，   注意の 問題の 自己

評定 と教師評定が
一

致し て い た生徒 は選択的注意指標 に

お い て優れ て い る と い う結果を得た 。 こ の よ う に それぞ

れ の 注意機能は発達的変化や行動 と の結びつ き が異な る

こ と か ら ， 注意機能を分 けて捉える こ とが 重要 で ある こ

とが 示 された。また若林 ・内山 ・東條 ・吉田 ・黒 田 ・バ

ロ ン
ーコ ー

エ ン ・ウ ィ
ー

ル ラ イ ト（2007）は ， イギ リス で 開

発 された 「自閉症 ス ペ ク トラ ム 指数 （AQ ）児童用 日本語

版」 の 標準化 を試 み
，

こ の 得点 に お い て 自閉症 ス ペ ク ト

ラ ム 群が統制群よ り有意に高 い こ と を 示 し た。AQ 児童

用日本語版は ， 社会的ス キ ル
， 注意の切替え ， 細部へ の

注意 ，
コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン

， 想像力の 領域 か らな っ て い

る 。

　 濱 口 （2eo7 ）
， 野 口 ・佐藤 （2006） は．子 ど も の 攻撃性に着

目して い る 。 濱口 （2007）は，報復意図，怒 り，外責的認

知 の 3 因子 か らな る 「自記式反応的攻撃性尺度 （SRAS ．

J）」を作成 し ， 高い 信頼性 ・妥当性 を確認 して い る。野 口・

佐藤 （2  06） は ， 不 注意 ・多動群の 孤 独感が 有意 に 高 い こ

と，さら に 不注意 ・多動群 の react ｛ve 　aggression が 高

い 群 が 最 も孤独感 の 得点 が高 い こ と を示 した 。 以上 の こ

と か ら， 攻撃性の高い 児童に対 して効果的な介入 プ ロ グ

ラ ム を行 うた め に は ， 児童 の aggression の タ イ プや 攻撃

性の 発生 メ カ ニ ズ ム に 着目 した介入 が必要 で あ る とい う 。

　 子 ど も と環 境 の折 D合 い に 関 す る研究 を概観 す る。田

中志帆 （20e7 ）は小学 3年生 か ら中学 3年生 の児童生徒を

対象 に 動的学校画 （KSD ）の 描画を求め ， 発達的変化を検

討 した．そ の結果 ， 欧米の研究よ り人物像が大き く描か

れ て い る こ とや ，区分化や包囲が 多用 さ れ て い る な ど の

特徴が み ら れ ， 日本の 小 ・中学生が 描 く動 的家族画 の 解

釈 の 際 の 留意点が示 された 。 子 どもが学校を い か に 描 く

か とい うこ と は ， 子 ど もが 生活環境 で ある学校 をどう捉

えて い るかをみ る重要 な ア セ ス メ ン トツー
ル と な ろ う。

　最後に ， 堀 ・櫻井 ・松井 （2007＞が 監修 ・編集した 『心

理測定尺度集　IV一子 ど も の発達を支え る く対人 関係 ・

適応 〉』 に は ， 学校 で 活用 で き る ア セ ス メ ン トツ ール が 豊

富 に 含 まれ て い る。

2．カ ウン セ リン グ

　 カ ウ ン セ リ ン グ は育て る カ ウ ン セ リン グと治療 的 カ ウ

ン セ リン グ に大別 さ れ る （國分・小 山．・片野・岡田，1998）。こ

こ で は育て るカ ウ ン セ リン グ として 心理教育プ ロ グ ラ ム ，

治療的 カ ウ ン セ リン グ と し て 不登校，非行，発達障害，

危機介入 とい う問題 の領域 ご とに研究成果を整理 する 。

　〔1） 心理 教育プ ロ グ ラ ム

　心 理 教育 プ ロ グ ラ ム は
， 心 理 学の知見を 生 か し て ， 子

ど もた ち の力を積極的に 開発する，問題 の 発生 を予防す

る こ と を意図 した教育プ ロ グ ラ ム で ある 。 心理教育プ ロ

グ ラ ム の 中で 最 も研究 が 盛ん に行われ て い る もの に 社会

的 ス キ ル ト レ ーニ ン グ （以下，SST ）が あ る。藤枝 （20D6）

は，SST の 先行研究 で 指摘さ れ て い る般化の問題に取り

組む た め，従来 の 学級単位の社会的 ス キ ル 訓練（CSST ）に

加 え般化の発生 まで を実施計画に含ん だ 実験群 と CSST

の み を実施す る統制群 との効 果 の 比 較を行 っ た 。 CSST

と行動 リハ ーサ ル 増 加手続 き の 組合 せ が CSST の み よ

りも効果 が 高 い と い う結論 に は 至 ら な か っ た 。

　子 ど も の うつ 病が 社会的 に 注 目され ， 効果的な予 防教

育 プ ロ グ ラ ム の 開発が 急務 と な っ て い る 。 石川 ・戸 ヶ

崎 ・
佐 藤 ・佐藤 （2006） は ， 1999〜2005年の児童青年に対
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す る抑 うつ 予防 プ ロ グ ラ ム の 文献研究を行 っ た 。 12の研

究 を レ ビ ュ
ーした結果，タ

ー
ゲ ッ トタイ プ に ごに は精神障

害の リス ク が 平均 と 比 べ 高 い 個 人 や 集 団 を対 象 と す る selective タ

イ プ と，す で に い く らか の 兆候が み られ る個人 や 生物 学的 な弁別 的

特徴 を もつ 個 人 を対 象 とす る indicatedタ イ プ が 含 まれ る ）の プ ロ

グ ラ ム は抑 うつ 予 防に効果 が あ る こ と が 示 さ れ て い る
一

方 で ， す べ て の 児童生徒 を対 象 と し た universal タ イ プ

で は
一

貫 した効果 が示 され て い な い こ とを指摘 して い る。

倉掛 ・山崎 （2006） は，うつ 病の 3 つ の 要因 で あ る 認知 ・

感情 ・行動に対し働 きか け る内容を組み 込 んだうつ 病予

防 プ ロ グラ ム を開発 し，小学 5 年生 を対象に 教育効果 を

検討 した 。 そ の結果 ， 仲間評定や行動面に は有意な教育

効 果 が み ら れ た が ，う っ 病 の 自記 式 質 問 紙 で あ る

DSRSC の 得点や 認知面 に は効果 が み られ な か っ た 。 さ

らな る プ ロ グ ラ ム の 開発が待たれ る。特 に selective タ

イ プ で の 実施 を検討す る必要 が あろ う。

　 ま た，平林 ・中谷 （20e7） は，小学 5 年生 を対象 に ス ト

レ ス マ ネ ジメ ン ト （STM ）教育プ ロ グ ラ ム を実践 し ， そ の

教育 的効果 を検討 した。プ ロ グラム は，情動焦点型 と問

題焦点型 の 2 つ の コ ーピ ン グを組み合わ せ た 内容で 3 回

の 授業で 行われた。そ の 結果 ， STM 実験群 に有意 な効果

は み ら れ な か っ た 。 た だ し ， 実験群 で は ス トレ ス の高 い

児童 の学級満足度が 向上す る傾向が み られ ， 自由記述 に

お い て 2 つ の コ ーピ ン グ を使 い 分 け る重 要性 が述べ られ

て い た 。 中長期的 な STM プ ロ グラム の 開発 など次 へ の

課題が得 られ た。

　藤後 （2eo6）は ， 子 ど もに対す る中学生 の ナーチ ュ ラ ン

ス を促進す る に は ， 乳幼児 との 接触経験や子 ども と の 援

助体験・被援助体験を増やす ， 保育士等ゲス トス ピーカ ー

を招 い て 関心 を高め る とい っ た内容 が 望 ましい こ と を調

査研 究 に よっ て 示 した 。 そして ， こ の 研究結果 に基 づ く

心理教育プ ロ グ ラ ム の開発 ・実践が次 の 課題 で あ る とい

う。

　  　不登校

　 まず ，
SC に よる不登校児童生徒 へ の 支援事例 が 複 数

み られ た 。 竹崎 （2006）は ， 小学校 5 年か ら不登校 と再登

校を繰 り返 し て い る男子 中学生 に 対 し定期 的 に 家庭訪 問

をし，卒業 ・高校 進学 に 至 っ た事例 を報告 して い る 。 SC

の 家庭訪問 の成果 と し て ， そ の 子 と の情報交換を通し て

学校ス タ ッ フ と SC の信頼関係が築 か れた こ と， そ の 生

徒 の 存在を校内に ア ピー
ル で き た こ とが挙 げ られ た 。 青

戸 ・松原 （2006） は ， 小学校 6 年か ら不登校状態 に あ る中

学 1 年 1子 に ，自己 プ ラ ン ニ ン グ・プ ロ グ ラ ム を適用 し た

事例を報告し て い る 。 事例で は ， 「楽 しみ な こ と」を自

助 資源 と して 活用 し，「課題 の 設定 と実行」 の 援助 に焦

点を当て ， 生活改善 を通し て 自己肯定感や 自己 コ ン ト

ロ ール 感が高ま っ た こ と が 示 され た
、 他に も， 大学 の 相

談室 に お い て 登校 しぶ りを主訴 と した 小学 3 年生男児に

対 して行動分析を 用 い て 介 入 し た 事例 （高橋 ・阿 部 ・杉 山，

2006）や ， 病院 の 心理士 と して 不登校中学生を対象に認知

行動療法 を 用 い た 事例 〔竹 田，2006） が報告 さ れ て い る。

　次に ， 山本 （2007）は ， 小中高校教師 を対象 に 面接 調査

お よび質 問紙調査 を行 い ，「不登校状態尺度」な ら び に

「不登校児童生徒 に 対す る支援方法」 を測定す る項 目を

作成 し ， 各生徒の 不登校状態 に応 じ た 教師に よ る有効な

支援方法 を検討 した。そ の 結果，自己主張 が で きな い 状

態の 生徒 に は 「学習指導」「生活指導1「家族支援」， 行動

・生活 に乱れが み られ る状態 に は 「関係維持」 「生活 指

導」 「登校援助」，強迫傾向が 強い 場合 に は 「校内の 援助

源」「別室登校」「家族支持」「専門機関連携」， 身体症状

が 重 い 場合 に は 「児童生徒支持」「別室登校」が有効で あ

る こ とが 示 さ れ た 。 教師に よ る援助活動を実証的に検討

す る先駆的研究で あ る 。 また ， 角田 ・入谷 （zoo6）は ， 自

由教育の 立場 で 教育 を行 っ て い る フ リ
ー

ス クー
ル の 卒業

生17名 に半構造化面接を行い ，不登校か らの 回復過程に

お い て良 い 人間関係や対人関係能力の 育成が 重要 で あ る

こ と を示 した 。 こ こで も学校や 教師の役割が 示 さ れ て い

る e

　また ， 不登校児童生徒 へ の 援助 に お い て は保護 者へ の

支援 も欠 か せ な い
。 中地 （2007＞は ， 公立 の 教育相談機関

で ク ロ ーズ ドの 不登校 の 母親へ の グル ープ ア プ ロ ーチ を

全 12回実施 した過程 を報告して い る。母親が横の つ なが

りを体験 す る こ と， 家族 シ ス テ ム に 変化が生 じる こ とと

い っ た意義 と と もに ，参加者の 異質性 に 注目 した フ ァ シ

リ テーシ ョ ン が必要で ある こ と， グル ープ の構造の 維持

な どの 課題 もみ られ た。保護者へ の グル
ープ カ ウ ン セ リ

ン グの事例 は少な く， 保護者援助の あ り方を考え る先駆

的研究 とい える。また中村 ・田上 （2006） は，登校し ぶ り

を示 す 小 学 3年生 の 男児 を もつ 母親 の 面接経過 を 報告 し，

母親 の 援助資源 を広 げて い くこ とや同児 の 学校生活が 改

善 して い くこ とが ，母親の情緒的安定に肯定的な 影響を

及ぼす こ とを示 した 。

　 （3） 非　行

　小保方 ・無藤（2006）は ， 中学生 1，524名を対象に 1学期

と 2学期に か け て縦断調査 を行 い
， 夏休 み に非行傾向を

開始す る生徒 似 下 ， 爛 始群」）の 1学期 の時点で の特徴を

検討 した 。 そ の結果 ， 開始群がす で に非行傾 向 を示 して

い た 「経験群」と同様 の 特徴 （両親 との 親密 な 関係 が 低 い
，

セ

ル フ コ ン トロ
ール の 問題，非行 傾向 の あ る 友人）を有 して い る こ

とが示 された 。 また ， 「開始群 」は非行傾 向開始後 に ，

急激に学校生活の楽 し み が減少 して い た 。 親子 関係の問

題や非行傾向の友人の存在な どか ら危険域に あ る と考え
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ら れ る子 ど もを事前 に 把握し，そ の 子 ど もた ち の 学校生

活 の 満足度 に 気 を配 る 必要性が示 さ れ た 。

　SC に よ る実践報告 が み られた。西村 （2006）は ， 非行傾

向を示 す中学生男子 5 名 に 対 しグル
ープ で 集団療法 とコ

ラージ ュ 療法を行 っ て い る 。 集団 コ ラージ ュ の 意義や 内

容 の 分析 ，
ま た コ ラージ ュ に 加 えて な さ れた彼 らが興味

をもつ 音楽活動へ の 支援と い う現 実場面 で の 援助の 意義

に つ い て 考察 さ れ て い る
。 また

， 竹森 （2007） は家出を繰

り返す 非行傾向の女子中学生 と そ の 家族 へ 行 っ た ス ク
ー

ル カ ウ ン セ リ ン グの 実践 を報告し て い る 。 女子 中学生 と

そ の 両親 に 対 し て 並行 面接 を行 い ，学校 との 調整 を行 っ

て い く中で ， 父 親を中心 と した家族関係が 形成 さ れ
，

生

徒 は落着きを取 り戻 し ， 問題行動が消失し た 。 面接の経

過 の 中で 重要で あ っ た SC の 態度に つ い て考察 さ れ て い

る 。

　（4） 発達障害

　 まず学校 をべ 一ス に介入 が行われ た 事例 を概観す る。

小泉 ・若杉 （2eo6）は， 多動傾向 の あ る 小学 2年児に対 し

て ， 個別指導 と CSST を組 み 合わ せ た 5 回 の 授業を行 っ

た と こ ろ ， 対象児 の 問題行動がほぼ み られな くな り， そ

の他の指標で も顕著な 改善が 示 さ れ た 。学級集団 を介入

に 含め る こ と， 補助者 の 存在， 年齢段階と い う要因が大

切 で あ る こ とが 指摘 さ れ た。今野 ・吉川 （2DO7） は ， 攻撃

行動を示す ADHD 児に対 し て の ， 本人 へ の アプ ロ
ー

チ，

学校 との 連携 （教 員 へ の 研修，保護 者 へ の 講 習他 ）， 家庭 へ の支

援を組み合わ せ た実践 を報告 し て い る 。 援助 の 中心は，

動作 法 の 活用 と ADHD に 対 す る 周 囲の 理 解の 促進 で

あ っ た 。 援助の 結果 ， 対象児は自己肯定感 を取 り戻 し友

だち と遊 べ る ように な り， 学校 で の 生活 も落ち着 い た 。

ま た ， 教師間の コ ミュ ニ ケ ー
シ ョ ン の 改善 ， 保護者 に 対

す る受容的 な学校 の 雰囲気 も形成さ れ た。藤井 （2006）

は，高機能自閉症 と診断 を受 けた 高校生 を担任 として支

援した事例を報告 して い る。

　南野 （2007＞は ，
ADHD を有す る中学 3年生の男子生徒

と の 面接過程を報告 して い る 。 風景構成法 を用 い た面接

の 中 で 治療者は ， ク ラ イ エ ン トが 自分 の身体 イ メ ージ に

近 づ くこ と，クライ エ ン トが抱 えきれな い 物語 を代わ り

に 抱 え る こ とを 行 っ た 。 ク ラ イ エ ン トは 高校進学 を 果 た

し面接 が 終 了 した。思 春期 以 降 の ADHD を抱 え る 青

年 ・成人へ の 援助の あ り方に つ い て 考察され て い る。

　  　危機介入

　学校 に お ける危機介入 が 注 目され る
一方で ， 危機介入

に関す る研究は少な い
。 そ ん な中 ， 田中將之 （2007 ） は，

所属 して い る学校 の 生徒 の 暴力 に よ っ て死 去 した 定時制

高校生徒 の 被害者遺族 に 元担任お よび学校が関わ っ た 4

年間の経過 を報告して い る 。 遺族の心の中で の 故人の 位

置 づ け へ の 配慮 ， 書簡 の 交換 ， 行事 予 定表 ・修学旅行時

の 写真の 送 付，卒業証書 の 授与 を通 して ，遺族 の 気持ち

が どの よう に変化 して い っ た か が記さ れ て い る。教師 ・

学校 として で き る遺族 の支援の あ り方 に つ い て論 じら れ

て い る。

　事件や事故 ， 自然災害な ど学校を揺るが す危機が 多発

す るア メ リカ で は，危機対 応チーム に よる実践が進 ん で

い る 。 今田 里 佳・吉田由夏 は ， 『学校心理学 に よる問題対

応 マ ニ ュ ア ル
ー

学校で 起 き る事件 ・事故 ・災害に チ ーム

で 備え ， 対処す る一
』 を翻訳 し （ブ ロ ッ ク ・サ ン ドバ ル ・ル ィ

ス ，2006）， 学校 に起 こ り う る危機 へ の備 え方，危機が起

こ っ た と き の 対応 の 指針 ， 地 方レ ベ ル ・学校区 レ ベ ル ・

校内 レ ベ ル の危機対応 と い う包括的 な支援策を紹介 して

い る 。

3．コ ン サ ル テ
ー

シ ョ ン

　 ま ず個々 の コ ン サ ル テ ー
シ ョ ン の 事例研究 を概観 す る。

野 口 ・野 呂 〔2006）は ， ADHD の診断を受けた小 3男児に

機能的ア セ ス メ ン トを行 い 介入 し，子 ど もの 問題行動 が

消失 した 事例を報告し て い る 。 大学の相談室 に依頼 の

あ っ た事例だ が ， 保護者や担任 と連携を図 り学校 に 赴 き

行動観察や介入 を行 っ て い る 。 機能的ア セ ス メ ン ト と手

立 て を 中心に な っ て 考え，担任 の 介入 が 始 まっ た らそれ

をモ ニ ターす る とい う専門家 の 役割が 示 さ れ て い る。奥

野 （2006）は，学級 内 で 攻撃行 動 を示 す小 2 男児に対 し

て ， SC と し て担任 へ の コ ン サ ル テ ー
シ ョ ン と子 ど もの

面 接 を並行 して 実践 した事例 を報告して い る 。 SC が コ

ン サ ル タ ン ト と して 果 た した 役割 （情 報提供，視 点の 展 開，

担任 の 関わ りを肯 定す る，担任 と同児 をつ な ぐ等｝が 示 さ れ て い

る 。 ま た 目黒 （2007）は，SC と し て 自傷行為 を呈 した 生徒

に対して コ ミ ュ ニ テ ィ 心理学の 立場で 関わ っ た事例を報

告 し て い る。SC は本人 に 直接関 わ る の で は な く，相談部

主任 との協働 ， 担任 へ の コ ン サ ル テー
シ ョ ン，保護者面

接 ， 研修会の講師な どを行う こ とで 学校や家庭の 援助力

を高め ， 結果 と して 生徒 の 問題解 決 に 貢献 した。SC が

チーム 援助の文化を推進す る役割を担うこ と の 重要性が

示 さ れ た。

　次に ，
コ ンサ ル テ ーシ ョ ン や チーム援助を実現す るた

め の 組織 や シ ス テ ム づ くりに 関す る研究 を概観す る 。 ま

ず家近 ・石 隈 （2007 ） は ， A 中学校で の 3 年間 の コ
ー

デ ィ

ネーシ ョ ン 委員会に 継続的 に参加 した 8名の教師を対象

に半構造化面接 を行 い ，中学校 の コ
ー

デ ィ ネ
ー

シ ョ ン 委

員会 の コ ン サ ル テ ーシ ョ ン お よ び相互 コ ン サ ル テ ー
シ ョ

ン の 機能 を検 討 して い る。SC に よ る コ ン サ ル テ ーシ ョ

ン で は，知識や ス キ ル の ア ドバ イ ス ，安心 ・自信，新 た

な視点の獲得， 学年間 ・教師同士 の つ な が りが促進 され

た。参加者 に よ る相互 コ ン サ ル テ
’一

シ ョ ン で は ， 同僚 か
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らの 受入 れ ， 時間 と場の確保 ， 各教師の 当事者意識 の 高

ま りが促進 さ れ た 。 SC の 専門性 や学校 の組織を生 か す

こ と の 可能性が 示 さ れ た 。

　浜谷 （2006）は，広汎性発達障害 の 疑 い があ る 小 3 男児

の担任へ の 巡 回相談 に 対 し て 担任 ・保護者 ・通級教諭 ・

校長 ・教育相談主任教員に評価 を求め ， 巡回相談員 か ら

教師が 最初 に受 け る
一

次 的支援 （「障害 な どの 理解」「教脊 実践

の評価」「教育実践 方針の 作成」），そ の 結果生 まれ て くる 二 次

的支援 （「教職員 の 協力関係 の 形成」「保護者 との 関係形 成 」「専門

機関との 連携」）， そ の 結果担任の 中に芽生 え る 三 次的支援

（「心理 的安定」「教育 実践 意 欲」）とい う 8 つ の 支援 か らな る発

達臨床 コ ン サ ル テ ーシ ョ．ン と し て の 巡回相談支援 モ デ ル

を提唱 し た。 こ の モ デル を別 の 12例 で検討 し た結果 ， 支

援機能の評価が 高 く相談主訴が解決 した 事例 と，支援機

能の 評価は高 い が相談主訴が未解決で あ っ た事例 と ， 支

援機能の 評価 が 低 く相談主訴が未解決 で あっ た 事例 に大

別 さ れた 。 未解決 で あ っ た事例 に は，対象児 の 障害や学

年 ， 学級 の状態 ， 家庭 で の養育な どの 要因の影響が考え

られ た 。

　次に ， 古田島 ・長澤 ・松岡 （2006 ） は，複数 の コ ン サ ル

テ ィ や学校組織 に行動 コ ン サ ル テーシ ョ ン を行 うた め に

開発 さ れ た 「障害 の あ る 子 ど も と関 わ る教師 や 親 へ の 支

援 を目的 とした協働 モ デ ル （Collaboration　 M 。del　 with

Teachers 　 and 　 Parents 　to　Support 　Children　 with 　Disabi1量ties：

COMPAS ＞」を ADHD 児 2 名に適用 し ，
　COMPAS の有効

性を検討 し た。COMPAS 実践 の た め の 組織 と し て 校 内

委員会を設定し ， 全職員が参加す る定例会を学期 に 2 回

程度，支援 チ
ー

ム 会議 を月 に 1 回程度開催 した 。 注 目す

べ き は ， 担任 ・保護者 ・専門家が 学校や生活 の 場 で 実施

可能な介 入 を分担 し支 援 を行 う COMPAS の 協働 モ デ

ル が ， 職員 の負担感を軽減 し，支援 の 範 囲を広げた と考

えられる点 で ある。その 結果， 対象児の行動変容が得 ら

れ ， 支援 チーム の 参加者全員が 支援 チ ーム の 指導方法 を

有効 で あ っ た と評価 した 。

　杉山 （2006）は，一
つ の 小学校 で 特別支援教育の校内体

制づ くりが どの よ うに 進 ん だ か を報告し て い る 。 主な 活

動 は，コ ーデ ィ ネーターの 指名 ， 組織の編成と校務分掌

へ の位置づ け， 調査研究部の設置，校内委員会の 設置 ，

事例研究で あ っ た 。 著者は調査研究部 に 所属 し，  実態

調査 の 実施，  支援 レ ベ ル の 検討 ，   特別支援教育準備

号 の発刊 を担当して い る 。 専門性を有す る著者を含む 調

査研究部 の 役割 が 大 き く， それ を表 す指標 と して 「学習

に困難を示す児童」 に 対す る担任 の 気づ き が 2003 （平 成

15）年度 か ら04年度 に 約 3 倍と な っ て い る 。
こ れ は実態調

査 を始め た こ と，子 ど もの 困難 が ど ん な と こ ろで 現 れる

か とい っ た情報を月 2回程度発行さ れ る お便P で伝えた

こ と， 個別指導場面 の 公開授業を行 い 個別支援の や り方

を具体的に 示 す こ とが 行わ れ た結果と考え られ る。

　馬場 ・繪内 （2006）は ， 複数の専門家 （精神科 医の 大学教員

や幼 ・小 ・中の 教師，養護 学校 の教師 ） に よ っ て運 営 ・実践 さ

れ た特別支援教室の モ デル 教室 「すばる」に つ い て報告

して い る。本格実施 1年目の 利用者は 102名（幼児 12 人，小

学 生 74人
，

中学生 16人 ） で あ っ た 。利用者 で あ る保護者 と

担任の ア ン ケ ート調査 で は，有用性の評価，子 ど もの 肯

定的変化 ， 今後の利用希望 の い ず れ も高か っ た 。

一
方 ，

希望する週当た りの指導時間数や指導形態 ， 希望 する時

間割は保護者と担任で ずれ が あ り ， 留意が 必 要 な こ とが

示 された。

4．研　究

　研究成果 を整理す る枠組み は ， 石 隈・田村 （2003）の援

助チ ーム シ
ー

トを参考 に，学習面，心理 ・社会面 ， 進路

面 ， 健康面を中心 と し ， 今回得ら れ た 研究か ら 「学校 生

活」 「教師 に 関す る 研究」を加 え 6領域 とす る 。

　（1） 学習面 の 研究

　岡 （20D7）は ， 学校心理学が子 どもの 学校生活 に お け る

問題 を解決 し成長 を促進 す る こ とを テーマ と す る以上 ，

学習 に 関わ る問題は学校心理学の 中核的な課題 で あ る と

指摘 し， 学習支援に関す る研究を展望し て い る 。

　次 に 今年度新た に 加わ っ た学習支援 に 関す る研究 を概

観 す る 。布施 ・小平 ・安藤 （2eo6） は ， 2 つ の 調査 か ら小

学生 の積極的授業参加行動の 検討を行 っ て い る。小学生

と教 師 を対象 と し た 調査 か ら ， 積極 的授業参加行 動 を

「注視 ・傾聴」「挙手 。発言」「準備 。宿題」の 3 つ の 要素

で捉え ， 積極的授業参加行動 の 中に 教師が把握 しやす い

行動 と捉 えに くい 行 動があ る こ と を明らか に した 。 学習

者中心 の 指導を行う教師の 授業 で は 動機づ け ・積極的授

業参加 行動が高い とい う。 高橋 ・村山 〔2006）は ， 総合的

な学習の 達成 に 必要な要因 を量 的 ・質的両面 か ら検討 し

た
。 総合的学習の よ うに児童生徒に新し い 学習様式を課

す取組み で は，児童生徒は従来 の 学習 と は別 の 能力を求

め られ る た め ， 学習様式に応 じ た支援方法 を検討す る こ

とが 重要 で あ る とい う。また学 習が うま くい くた めに 必

要な学習者側の 要因 の 研究 と し て，学習者 の 援助要請 に

着 目 した研究（瀬尾，2007）や ， 学習者が行う社会的比較 に

着目 した 研究 （外 山，2007） もみ られた 。

　最後 に学校心理学に基づ く学習支援 に 関す る著書に ，

市川 ・宇田 ・山 口 ・西 口 （2007） 「授 業改革 の 方法』が あ

る 。 協同学習や 学生 ボ ラ ン テ ィ ア に よ る個別学習ア シ ス

ト教室の 実践，教師 の 4 種類 の サ ポ
ー

トな ど具体的な支

援方法が紹介さ れ て い る 。

　  　心理 ・社会面 の 研究

　子 ど もの 心理面 の 研究 は， 心理的特性に着目した研究

一 141一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association of Educational Psychology

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　of 　Eduoational 　Psyohology

教 育 心 理 学 年 報 第 47集

と，心理的反応に着目 した研究に大別さ れ る 。 まず前者

を紹介す る 。 山本 ・田 上 （2007）は ， 小学 5 年生 か ら高校

3 年生 まで 1
，
331名 に 質問紙調 査 を 実施 し，小 ・中 ・高校

生 の 評価懸念が測定で き る 1因子構造10項目か らな る評

価懸念尺度 を作成し ， 高い 信頼性 ・妥当性を確認 した 。

また ， 評価懸念に お ける性差 ・学年差 を検討 し ，

一
貫 し

て 女 子 の 方が 評 価懸念 の得点 が 高い こ と ， 中学生 の 評 価

懸念が最 も高 い こ とを示 した。さらに，賞賛獲得欲求と

拒否 回避欲求 は い ずれ も評価懸念を高め る こ と ， 中学生

で両欲求が高 い と最も評価懸念が高い こ とを示 した。評

価懸念 は 特性 不安 の ような比較的安定 した 傾向で あ る と

い われ て お り， 評価懸念が 高い こ と に よ り社会場面を恐

れ る た め 人 と関係を深 め る こ とが難 し く肯定的な評価 を

受 ける こ とが難しくなる とい う悪循環 が 生 じて い る こ と

が想定さ れ る と い う 。

　外山 （2006）は ， 小学 4〜 6年生 に お い て 自己 の社会的

コ ン ピ テ ン ス を実際以 上 に 高く評価す る傾向 （社会的 コ ン

ピテ ン ス に お ける ポ ジ テ ィ ブ ・イ リ ュ
ージ ョ ン （以下，PD ）が ス ト

レ ス 反応お よび攻撃行動 に 及ぼす影響 を縦断調査で検討

し た結果 ， PI が強 い ス トレ ス 反応を軽減す る効果 を示 し

た と同時 に ，初期 の 段階 で 攻撃傾向が 強 い 児童 に は攻撃

行 動 を増幅さ せ る効果 を 示 し た 。
PI の両価性が 示 さ れ ，

今後は どの ような場 面 で PI が適応的 ある い は適応的 で

な い の か を検討 し て い く必 要が あ る とい う 。

　次に心理的反応に着目した研究を概観す る 。 大対 ・大

竹 ・松見 （20D7） は，従来 の 研究 に お い て 学校適応 の 測定

に 用 い られ る指標や効果検証の仕方が さ ま ざ ま で統
一

さ

れ て い な い と い う問題点 を踏 まえ，学校適応 ア セ ス メ ン

トの 理論的基盤 とな る 3水準モ デル の構築を試み て い る 。

こ の モ デ ル で は，感情や認 知 を含 め て 子 ど もが どの よ う

に 行動 し て い る か が初め に あ り（水準 ／ ：行動 的機能）， そ の

結果子 どもが学業面 ・社会面 で 良い 成績や学業達成ある

い は 先生 や 友人 との 良 い 関係 な ど環境 か ら受 け て い る強

化が あり（水 準 2 ：学業 的・社 会的機能）， 最終的に強化を受け

て い る量 は子 どもが環境を どの よ うに 捉 え るか に 反映 さ

れ全体 と し て 子 ど も の 学校適応感が 形成さ れ る （水 準 3 ：

学校適 応感） と い う 3 つ の 水準 か ら学校適応状態 を把握す

る 。 「学校適応」とい う概念が 改 め て整理 さ れた こ との意

義は大き い
。 特に ， 学校適応 の 改善 を目指す研究 は ， 行

動的機能 の 改善 を目指 す もの が 多 い が ， そ れが 水準 2 ，

水準 3 に 適切に結び つ い て い る か を検討 しな け れ ばい け

な い とい う点， 水準 3 まで改善 され る と学校に 対す る ポ

ジ テ ィ ブ感情が 水準 1 や水準 2 に も良 い 影響を及ぼ し肯

定的 な循環 が生まれ る と言及 し て い る点が 興味深 い
。

　石川 ・ 山下 ・佐藤 （2〔xO7） は，小 中学生 を対象 に 社会的

ス キ ル ・ソ
ー

シ ャ ル サ ポ ー
ト・学校不適応感の 関係 に つ

い て縦断的研究 を行 い 検討 して い る 、 学年間の 比較か ら
，

自然 の 発達 と し て 社会的 ス キル や ソー
シ ャ ル サ ポ ートは

低下 し ， 学校不 適応感は悪化 す る こ とが示 さ れ ， CSST

な ど予 防 ・開発的介入 の 重要性が強調された。また，社

会的 ス キ ル の 獲得は ま ず知覚 さ れ た ソー
シ ャ ル サ ポ ート

の増加を促し ， そ れ に よ り学校不適応感が改善さ れ る と

い うパ ス が示 さ れ た。児童生徒 の 学校不適応改善を目指

す に は，友入 サ ポ ー
トや 教師サ ポー トを増加さ せ る よう

な タ ーゲ ッ トス キ ル の SST を行 う こ と ， ターゲ ッ トス

キル の 獲得 に よ り友人サ ポ ー
トや教師サ ポ ー

トが増え て

い る か モ ニ ターす る こ とが重要で あ る とい う。

　そ の他心理的反応 に着目した研究と して は ， 小学生 の

不安症状 に 着目 し た研究 （石 川
・
坂 野，2006 ），中学生 の ス

ク
ー

ル
・モ ラール に着 目 し た研究 （石 津，2006）， 中学生 の

無気力感 に着目した研究 （牧 ・関口 ・根建，2006）が み られ

た。

　次 に 社会面の 研究を ま と め る 。 子 ど もと友人 との 関係

の 研究 と して
， 永井 ・新井 （2007＞

， 黒川 （2006＞が み ら れ

た。永井・新井 （2007） は 中学生を対象に ， 相談行動の利

益 ・コ ス トの 研究を行 っ て い る。中学生 の 相談す る とい

う行動に 影響を与え て い る要因に は ， 「ポジ テ ィ ブ な 効

果」「否定的応答」「無効性」「秘密漏洩」「自助努力」「問

題 の 維持」 の 6 因子 が含ま れ た 。 ま た ， 利益 ・コ ス ト と

相談行動の 関連 を共分散構造 分析で検討 し た 結 果 ， 心

理 ・社会的問題 で は，ある程度 の 悩 みを抱えて い て，相

談す る こ とに 「ポジテ ィ ブな効 果」を予期 す る場合や，

相談 しなければ 「問題 の 維持」が予測 され る場合 に相談

行動 が 高ま る こ と が 示 さ れ ，「自助努力」を 望 ん で い る

と相談行動が減 じ る こ とが 明ら か に な っ た
。

一
方 ， 学

習
・進路的問題で は，「ポ ジ テ ィ ブ な効果」を期待す る

場合 に 相談行動が増 え ， 「自助努力」を望 ん で い る 場 合

に は減る傾向が 示 さ れ た 。 悩み の 領域に よ っ て ， 影響す

る利益 と コ ス トが 異 な る こ とが 示 さ れ ， 相談行動 を促 す

ときの ポイ ン トが示 された。

　子 ど も と友人 と の 関 わ りに つ い て，黒川 （2006 ＞の 集団

透過性 と い う視点 は 興味深 い 。集団透過性 と は ， 「あ る 集

団 の 集団成員が 所属集団以外 の 成員 とか か わ りを もつ よ

うな集団を仮定 し た うえ で の集団境界の通過率を示す」

とい う。研究 の 結果，仲間集 団以外 の 級友を受け入れ ら

れ る こ とが 級友適応に 影響す る こ と が 示 さ れ ，
こ れ に は

個人 の 視点取得 の レ ベ ル が 関係 して い る こ とが 示唆 さ れ

た。

　子 ど も と教師と の 関係 に つ い て ， 中井 ・庄司 （2006 ）

は ， 中学生 の教師に対す る信頼感 とそ の規定要因を検討

し て い る。まず 「安心感」「不信感」「正 当性」の 3つ の

下位尺度か らな る 「教師に対す る信頼感尺度」を作成 し

一 142一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association of Educational Psychology

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　of 　Eduoational 　Psyohology

そ の 信頼性 と妥当性を確認 した 。 次 に ， 信頼感に 影響 を

与え る要因が検討 さ れ，「安心感」「正 当性」 に お い て は

ソ ーシ ャ ル サ ポート， 「不信感」に対 し て は基本的信頼

感や保護者 の 教師 に 対 する信頼感が比較 的強 い 影響 を及

ぼ し て お り家庭的な要因 が 関連する こ とが 示唆 された 。

また興味深 い 点 と して ， 学年と と も に 友人 と の 親密さ が

強 くな る に っ れ 教 師 に 対す る 不信感 が 強 くな る こ とが 示

さ れ ， 友人 か教師か と い う選択を迫 られ て い る中学生 の

姿 が 示唆 された。

　  　進路面の研究

　下村（2007）は ， 中学生 197名を コ ン ピ ュ
ータ の活用 の 仕

方 に お い て 「自由使 用群」 「テス ト先行群 」「職業 リス ト

群 」 の 3群に ラ ン ダム に割 り当 て
， 授業時間 1 コ マ 50分

間の実験授業を行 っ た 。 そ の結果 ，
コ ン ピ ュ

ータ活用に

より，「教育的」「職業的」「人生的」進路課題 に 対 す る 自

己 効力感は すべ て有意に 高 ま っ た 。 さ ら に ， 進路成熟 態

度 の 違 い に よ る効 果 の 違 い が み ら れ ， 自律度が高い 生徒

で は テ ス トを先 に や る こ とが よ り高 い 効果 を示 し，自律

度が低 い 生徒で は コ ン ピ ュ
ータで 自由に 職業情報を探索

す る こ とが より自己効力感 を高め て い た。個人 の 特性 や

発達レ ベ ル に 応 じた 進路指導の 必要性を 示す先駆的研究

で あ る 。

　栗原 （2007）は ， 高校 2 年生 33名をラン ダム に 2群 （16

名 の 面接群 と ユ7名の 対照醐 に分け ， 面接群に対し て時間制

限 カ ウ ン セ リン グ モ デ ル と解決志向 モ デル の 技法 を統合

した 25分 5 回 の 短期学校カ ウ ン セ リ ン グ モ デ ル を 適 用 し ，

その 効果 を検討 した。そ の 結果 ， 通常 の ガイダ ン ス を中

心 と し た進路指導 と異 な る面接 の 効果 が 示 さ れ，こ の 2

つ の 活動 は相補的 な役割 をもつ こ とが示唆 さ れた。

　（4｝ 健康面の 研究

　上長 （2007＞は ， 思春期の 身体発育 と抑 うつ 傾向と の関

連 を検討す る こ と を目的 に ，中学 生870名を対象 に 質問

紙調査を行 っ た 。 そ の 結果 ， 女子 に お い て は皮下脂肪が

っ くこ とが抑 うっ 傾向 に直接的 な影響 を及 ぼして お り，

身体発育 の 発現 に 対す る受容感 が 身体満足度 と露 出回避

行 動 を媒介 して 抑 うつ 傾 向 に 影響を及 ぼ して い た 。 男子

で は，思春期 の 身体発育 の 発現 は抑 うつ 傾向 に 影響 を及

ぼ し て お らず，身体満足度お よ び露出回避行動が抑 うつ

傾 向 に 影響 を及 ぼ して い た。男女 に よっ て 抑 うつ 傾 向 に

関連す る構造が異な る こ とが 示唆さ れ ， 特に男子 で は思

春期 の 身体発育 の 発現 と は 違 っ た視点 か ら検討 して い く

必要 が ある こ とが 示唆 さ れた 。

　村．上 （2006）は ， イ ン ス リ ン 依存型糖尿病 ， 腎疾患 ， 心

疾患 ， 気管支喘息 ， 血友病 とい っ た慢性疾患 の 治療管理

内容を挙げ，通常学級で 生 じ る 困難 と教育的支援 を検討

して い る 。
こ れ らの 子 どもた ち の困難 に は ， 治療管理実

技の 実施上 の 困難 ， 「や りた くな い 」 とい う思 い
， 容 姿

に 関す る内容が あ る とい う。そ れ に 加え，健常な 子 ど も

と い る こ と に よ り生じ る困難 と心的負荷 も考 え られ る と

い う。教育現場 で 起 こ りがちな こ ととして ， 生活全般 に

抑制的 な対応を行 う傾 向 が ある とい う。 こ うした知識 を

も ち ， 症状や病状 に 合わ せ て今の 状態で ど こ ま で で き る

の か をそ の 都度考 え る こ とが 重要 で あ る と述 べ ら れて い

る 。

　  　学校生活

　太 田 （20 6）は ， 学校図書館の意味を検討して い る 。 ま

ず質問紙調査 か ら ， 「つ ま ら な い と き」「ク ラ ス に い た く

な い とき」に 図書室 を利用する児童が多 い こ と， 学校の

中 で ほ っ と す る場所 と し て高 く評 価 さ れ て い る こ と
， 図

書室 を頻繁に利用す る タ イ プ に は 自己満足タ イプ と孤立

タ イ プ が 含 ま れ る こ と が 示 さ れ た 。次 に ，頻繁 に 来館す

る 児童生徒 5名 と学校 図書館専門職員 6 名 に 対 す る面接

調査 か ら ， さ ま ざ ま な 理 由 で 図 書館が 利 用 さ れ て い る こ

と，長 欠児童 の 別室 と して 機能 して い る こ とが 示された。

図書館は 基本的に 個人単位で行動す る場所で あ り，休み

時間 を
一

緒 に過 ごす友人 の い な い 児童 に とっ て，とけ こ

み や す い 場所で ある と い う（太田．2006 ）。他の 別室 と異な

り， 健康な状態で行 く部屋 とい う認識 もあり， 図書室登

校の 児童の 予後 （学級復帰）は良 い とい う。学校図書館 と

い う場を心理教育的援助サ ービ ス とい う視点で 見直す こ

との 意義 は大 きい 。

　 も う一つ 学校 生 活 に 着目 し た 研究 に ， 竹村 ・前原 ・ 小

林 （20。7）の 高校生 の部活動 の 研究があ る。部活 に参加 し

て い る 生 徒 は，課題志向性 お よ び協働性 が 高 く，無気力

感 の
一

部で あ る 自己不明瞭感 が低 く， 授業満足感 が高 く

適応が 良好 で あ る こ とが 示 さ れ た 。 部活 も学校生活 の 大

き な部分を占め て お り， 援助サ ービ ス と い う視点で見直

す こ との 意義は大 きい 。

　杉本 ・庄司 （2006a，2006b ，20e7 ） は 子 ど もの 「居場所」

に関す る研究 を行 っ て い る。杉本 ・庄司 c2eo6a）は ， 小 ・

中 ・高校生 を対 象 に 質問紙調査 を行 い ， 「居場所」の 心理

的機能 に は ， 「被受容感 」「精神的安定」「行動 の 自由」「思

考 ・内省」 「自己肯 定感」「他者 か らの 自由」 の 6 つ が あ

る こ と を 示 し た 。 ま た ，小学生 で は 「家族 の い る居場

所」， 中 ・高校生 で は 「自分 ひ と りの 居場所」が 選択 さ れ

る こ とが 多く， 発達段階に よ っ て居場所の意味や 居場所

が 果たす機能 が 変化 す る こ とが 示 さ れた。一
方 ， 杉本 ・

庄司 （2006b）は ， 中学 生 の 居場所 と学校適応 の 関連 を検討

し ， 「友だ ち の い る 居場所」 が あ る 生徒は 学校享受感が

よ い こ と， 女子 で は 「家族 の い る居場所」の有無 も学校

享受感 に 影響を与え て い る こ と を示 し た。
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　  　教師に 関する研究

　教師 に関す る研究 は 10件あ り， 教師を対象 と し た研究

が 多 くみ られ た こ とが こ の 1年間 の 1 つ の 特徴 で あ っ た 。

こ の こ と は ， 援助サ ービ ス の担い 手 と し て の教師へ の高

い 期待 の 表れ で あ ろ う。こ こ に は
， 教師の ス トレ ス に 着

目し た研究（坂邉 ・立元，2007）， 教師の特性 ・専門性に 関す

る研究 （野 冂 ・坂 中，2007；鈴木，2006，2007），教師 の 成長 に

関する研究（岸野 ・無藤 ， 2006；徳 舛 ， 2007），教師の 指 導 ・支

援行動に着目 し た研究 （麻喜，2eo6 ；瀬戸，2006，2007 ；玉木

・海津 佐 藤・小林，2007）が含まれた 。 紙面の都合上 ， 各研

究の 概要 は割愛す る が ，教師を対象 と した 研究 に 関心 の

あ る方は ， そ れ ぞ れ の研究や 田 上 ・
山本 ・

田中 （2 03）の

教師 の メ ン タ ル ヘ ル ス に 関す る 研究 の レ ビ ュ
ーを参照 さ

れ た い
。

　 III．考　察

　以上 ， 今年度新た に蓄 積 さ れた学校心理学に 関連 す る

研究 を概観 して きた 。最後 に
， 各援助 サ

ービ ス の 領域 の

研究成果を統合 し，現状の ま とめ と今後の方向性に つ い

て 述 べ る 。

　心理教育的ア セ ス メ ン トと研究領域で概観し た よ う に ，

子 ど も の ア セ ス メ ン ト， 環 境 の ア セ ス メ ン ト， 援助者の

ア セ ス メ ン トに 活用 で き る ツ
ー

ル を提供す る研究 が 多数

み ら れ た 。今後 は ，
こ れ ら の 尺 度 を使 っ て得ら れ た情報

をい か に 統合し生徒 の 支援 に 結 び つ けたか とい う実践的

研究や ， 特定 の 状況 を示す児童生徒 に 対 して 活用 で き る

尺度や検査 を整理 しア セ ス メ ン トプ ラ ン を示す ような研

究が必要で あろ う。

　 カ ウ ン セ リン グ に 関す る研究は ， 心理教育プ ロ グ ラ ム

に 関す る もの と，問題状況 の 解決 に お ける支援 に 関す る

も の に大別 さ れ た 。
こ こ で み ら れ た心理 教育プ ロ グ ラ ム

は 部分的 な効果 が 示 さ れ た と同時 に，教育的効果 に 課題

が 残 っ た 。 さ ら な る プ ロ グ ラ ム の 開発
・
改善が 求 め ら れ

る。不登校 ・非行 ・発達 障害 とい っ た問題状況 へ の 支援

で は ， SC の実践報告が 多く み ら れ た 。
　 SC が 専門性 （コ

ラ
ージ ュ 法， 自己 プ ラ ン ニ ン グ ・プ ロ グラ ム ，行動分析等 の 技法や

保護者・教師 へ の コ ン サ ル テ
ーシ ョ ン な ど）を 生 か し て 効果的 な

支援を学校内で行 っ て い る こ と が み て とれ る 。

一
方で ，

教師 に よ る効果的な支援 の あ り方 に つ い て の 研究 もみ ら

れた （た とえ ば，山本 （2007）；瀬戸 （2006 ，
2007 ））。 今後は ， 教

師 と SC の 役割分担 の 研究や ， 効果的 な ス クール カ ウ ン

セ リン グ の モ デル づ くりに 関する研究 を期待 した い 。

　 コ ン サ ル テー
シ ョ ン に 関す る研究 で は ， SC を コ ン サ

ル タ ン トと す る コ
ー

デ ィ ネ
ー

シ ョ ン 委員会 モ デル （家近 ・

石隈，2007），発達臨床 コ ン サ ル テ ーシ ョ ン の巡回相談支援

モ デル （浜 谷 ，20e6）
， 行動 コ ン サ ル テーシ ョ ン をべ 一ス と

した COMPAS モ デル （古 田 島・長 澤・松岡，
2006）， 特別 支

援教育の専門性が高い 教師が 中心 と な る校内体制づ く り

（杉 山，2006）
， 複 数 の 専門家 か らな る 特別支援教室 の 運 営

モ デ ル 僞 場 ・繪 内，2eo6 ） が 示 さ れ た 。 こ れ ら の モ デ ル

は ， 子 ど もが 生活す る場を援助的に 変えて い く効果を示

し て い た 。 今後は ， ど の よ うな学校風 土 の 中で ， どの よ

うな 児童生徒 に 対 し て ， どの よ うな 専門性 を もつ 援助者

に よる，どの ようなア プ ロ
ー

チが有効 なの か，今回提 案

さ れ た モ デル を 比較検討す る よ うな 研究が 必要 で あ ろ う。

　研究に つ い て ， 学習面 ， 心理 ・社会面 ， 進路面 ， 健康

面，学校生活，教師 に 関す る研究 とい う枠組 み で 整理 し

た 。 学校心理学 に関す る研 究 が 充実 し て き て い る
一

方 で ，

そ れ ら は 別 々 の 学問領域 の 中で 行 わ れ 子 ど もへ の ア プ

ロ ー
チ も さ まざまで あ り，蓄積 さ れた研 究 の 全体像 が 把

握 しに くい こ とも再確認 さ れ た 。 実践 に お け る研究成果

の 使 い 勝手 をよ くするため に は，学校心理学 の 枠組 み 等

（た と え ば，3段階 の 心理 教育的援助 サ
ービ ス ，4種類 の ヘ ル パ ー（石

隈，1999D に 沿 っ て研究成果を定期的に整理 して い く必 要

が あろう。学校心理学の枠組みを使 っ た大規模な文献研

究を期待 した い
。 また ， 研究の特徴をま と め た 結果， 高

校生 を対象 と した研究，家族 や友人や地域 を対象 とした

研 究 ， 文献研究や 実験 研究， 観察法 や 面接法 の 研 究が 少

なか っ た。そうした研究 を増 や して い くこ とも今後 の 課

題 で あ ろ う 。

　最後 に ，第 49回教育心理学会総会 に お ける特別講演 と

して ， サ ン デ ィ エ ゴ州立大学キ ャ ロ ル ・ロ ビ ン ソ ン ＝ザ

ニ ャ
ートゥ 博士 （Robins  tl．Zafiartu，2007） が ， 学校心理学

の 先進国 ア メ リカ に お け る ス クー
ル サ イ コ ロ ジ ス トの 養

成課程の プ ロ グ ラ ム 開発の過程や そ の 内容を紹介さ れ ，

その 中 で ，ス ク
ー

ル サ イ コ ロ ジ ス トの 11の 専門的実践領

域 （  データに 基づ く意 思決定 と説明責 任 ，   コ ン サ ル テ
ーシ ョ ン

と コ ラ ボ レ
ー

シ ョ ン ，  効 果的 な教授法 と認知 ・学 習ス キル の 開発，

  社会化 と ラ イ フ ス キル の 発 達，  発 達 や 学習 に お け る生徒の 多様

性，  学校 ・組 織の シ ス テ ム ，政策開発，学校風土，  予防，危機

介入，メ ン タル ヘ ル ス ，  家庭 ・学校 ・地域間 コ ラ ボ レ
ーシ ョ ン ，

  研究 とプ ロ グ ラム 評価，  学校心埋学 の 実践 と開発，  情報 テ ク

ノ ロ ジー）を紹介 さ れた 。こ れ を学校 心理士 の 役割 の
一

つ

の指針 と し た と き ， 本邦に お い て も同様の実践 ・研究成

果が積 み 上が りつ つ あ る と実感 す る と と も に ， 危機介入

や生徒 の 多様性 に着目した研究（異文化カ ウ ン セ リ ン グ），
IT

の 利 用 と い っ た研究が少な い とい っ た課題が み え て く る 。

研究 の さ らな る広が りを期待 した い 。
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